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バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
漸
く
好
転
じ

た
か
に
見
え
た
再
生
資
源
市
況
が
、

古
紙

・
古
繊
維
か
ら
鉄

・
非
鉄
類

に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
の
資
源
価

格
が
再
下
落
し
、
流
通
の
鈍
化
と

在
庫
の
滞
貨
を
き
た
し
て
き
た
。

一
九
九
五
年
度
の
紙

・
板
紙
生
産

は
史
上
最
高
の
二
九
八
二
万
ト
ン

に
達
し
た
が
、
逆
に
古
紙
利
用
率

（五
三

・三
％
）

・
古
紙
回
収
率

（五

一　
・四
％
）
は
前
年
よ
り
夫

々
〇

・二
％
下
回
り
、
本
年
度
前

半
は
さ
ら
に
悪
化
し
て
い
る
。

生
産

ｏ
消
費
の
抑
制
は
微
塵
も
な

く
、
国
と
製
紙
業
界
の
公
約
と
も

言
う
べ
き

「
リ
サ
イ
ク
ル
五
五

・

五
六
計
画

（古
紙
利
用
率
を

一
九

九
四
年
ま
で
に
五
五
％

・
二
〇
〇

〇
年
に
は
五
六
％
に
す
る
）
」
も

ほ
ぼ
画
餅
に
帰
し
て
い
る
。
加
え

て
、
多
額
の
行
政
コ
ス
ト
で
進
め

紺

Ⅲ一一̈

理
事
長
　
紺
野
武
郎

ら
れ
だ
し
た
ご
み
減
量
リ
サ
イ
ク

ル
も
、
絶
対
量
の
増
加
分
を
処
分

し
た
に
過
ぎ
ず
、
回
収
率
の
向
上

に
は
程
違
い
こ
と
も
示
し
た
。

経
済
優
先

・
環
境
二
の
次
の
国
策

が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
教
訓
を
学

習
す
る
こ
と
な
く
、
地
球
へ
の
恥

の
か
き
捨
て
を
続
け
て
い
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
お
国
柄
を
容
易
に
変

え
る
こ
と
が
不
可
能
な
ら
ば
、
せ

め
て
世
界
中
か
ら
か
き
集
め
た
資

源
を

一
〇
〇
％
回
収
し
、
何
等
か

の
形
で
世
界
に
還
元
す
る
方
法
を

構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
内
産
業
は
空
洞
化
し
、
生
産
拠

点
が
ア
ジ
ア
各
地
に
移
っ
た
今
、

日
本
で
回
収
さ
れ
た
再
生
資
源
の

活
用
を
多
く
の
国
が
望
ん
で
い
る
。

世
界

一
の
消
費
地
で
あ
り
、
生
産

拠
点
の
な
い
首
都
圏
の
自
治
体
に

よ
っ
て

『リ
サ
イ
ク
ル
基
金
制
度
』

を
発
足
さ
せ
、
再
生
資
源
の
国
際

的
な
流
通
の
手
助
け
を
実
施
し
て

頂
き
た
い
。

同
時
に
市
民
や
企
業

・
行
政
の
皆

さ
ん
に
は
、
今
後
さ
ら
に
徹
底
し

た
資
源
の
分
別
を
お
願
い
し
た
い
。

再
利
用
率
の
向
上
に
も
輸
出
の
拡

大
に
も
品
質
の

一
層
の
吟
味
が
要

求
さ
れ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

例
え
ば
オ
フ
ィ
ス
古
紙
は
回
収
率

も
低
い
が
、
殆
ど
Ｍ
Ｉ
Ｘ
古
紙
と

し
て
雑
誌
古
紙
に
混
入
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。
こ
の
中
の
上
質
古
紙

を
分
別
す
れ
ば
、
三
〇
万
ト
ン
以

上
の
純
パ
ル
プ
で
作
ら
れ
て
い
る

ト
イ
レ
ッ
ト
ベ
ー
パ
ー
の
原
料
に

代
え
る
こ
と
が
可
能
な
の
だ
。

地
球
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
は

一
億

二
千
万
人
の
あ
い
だ
だ
け
で
は
循

環
で
き
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
る
。

二
五
億
人
の
ア
ジ
ア
の
国
々
と
、

い
や
五
八
億
人
の
世
界
の
人
々
と

共
に
行
う
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

を
、
東
京
か
ら
作
り
始
め
る
こ
と

を
強
く
提
案
し
た
い
。
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直言拝聴
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これか らの清掃行政の取 り組み

保谷市生活環境部参事

(ご み対策担当)

ご
み
問
題
は
、
日
本
経
済
の
仕

組
み

（大
量
生
産
、
大
量
消
費
）

の
中
で
、
今
や
大
変
な
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

私
た
ち
清
掃
行
政
の
担
当
者
は
、

真

っ
向
か
ら
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。

か

っ
て
、
よ
く
言
わ
れ
て
い
る

「物
を
造
る
人
、
消
費
す
る
人
、

ご
み
を
片
付
け
る
人
」
と
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
ヽ
「ご
み
」
は
行

政
側
の
責
任
と
さ
れ
、
そ
の
た
め

に
年
々
増
加
す
る
処
理
経
費
が
膨

大

（平
成
３
年
度
全
国
で
は

一
兆

六
千
億
円
の
経
費
が
か
か
る
）
な

額
と
な
り
、
地
方
自
治
体
の
財
政

負
担
が
深
刻
な
状
況
に
な

っ
て
い

フ０
。国

に
お
い
て
は
、
先
に

「再
生

資
源
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
通
称
、
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
制

定
し
、
そ
の
基
本
方
針
と
し
て
、

市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
応
分
の

社
会
的
責
務
を
分
担
し

つ
つ
、
ご

み
問
題
や
環
境
問
題
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
さ
れ
、
ま
た
、
今

回

「容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集

及
び
再
商
品
化
の
促
進
に
関
す
る

法
律
」
い
わ
ゆ
る
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、
そ

の
法
律
で
も
消
費
者
、
市
町
村
、

事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
が

決
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
ご
み
の
減
量
化
、
資

源
化
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
社
会
的

責
任
を
自
覚
し
な
が
ら
、
お
互
い

に
協
力
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

今
後
、
保
谷
市
を
含
む
多
摩
各

市
は
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

に
基
づ
い
て
、
ビ
ン
、
か
ん
、
紙

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
な
ど
十
品
目

（法
律
上
の
対
象
品
目
）
を
全
量

回
収
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の

た
め
に
は
、
逆
有
償
の
解
消
と
安

定
し
た
受
け
皿
の
確
保
が
緊
急
課

題
と
な
る
。

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
に

は
、
回
収
し
た
製
品
が
再
び
同
じ

製
品

（資
源
物
を
循
環
さ
せ
る
）

に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
基
本
原

則
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
生
産

段
階
で
の
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す

い
製
品
の
開
発
と
素
材
の
統

一
化

の
研
究
な
ど
、
早
期
に
メ
ー
カ
ー

側
は
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
国
の
方
針
が

廃
棄
物
循
環
型
の
ご
み
ゼ

ロ
社
会

を
目
指
し
、
廃
棄
物
処
理
へ
の
転

換
を
提
唱
し
て
い
る
以
上
、
国
民

全
体
が
意
識
改
革
を
し
な
が
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
責
任
と
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

タ
フ
由
厚
ｎ
ｗ
″
Ｌ
■
９
田
＝
璽
麗

と

リ

サ

イ

ク

ル

保
谷
市
を
含
む
多
摩
二
六
市

一
町

の
最
大
の
課
題
は
、
日
の
出
町
に

あ
る
最
終
処
分
場
の
問
題
で
あ
る
。

現
在
、
埋
め
立
て
て
い
る
谷
戸
沢

処
分
場
も
平
成
八
年
度
末
で
満
杯

と
な
り
、
第
二
処
分
場
の
建
設
も

大
変
難
航
し
て
い
な
が
ら
も
、
平

成
九
年
度
の
開
場
に
向
け
て
急
ピ

ッ
チ
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
第
二
処
分

場
も
ご
み
を
徹
底
し
て
減
ら
さ
な

い
か
ぎ
り
、
埋
め
立
て
期
間
は

一



ヴ ィーナ ス通信 1996生F10月 27日(3)

五
～

一
六
年
と
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
後
の
メ
ド
は
全
く
た
っ
て
い
な

い
。こ

の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
多
摩

全
体
の
ご
み
の
減
量
と
資
源
化
率

は
、
全
国
レ
ベ
ル
で
考
え
て
も
、

か
な
り
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
人
日
の
増
加
に

伴
い
都
市
化
し
て
い
く
中
で
、
中

間
処
理
施
設
の
増
設
や
最
終
処
分

場
の
確
保
が
で
き
な
い
事
情
か
ら

で
あ
る
。

多
摩
の
ご
み
問
題
は
、
い
か
に

埋
め
立
て
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
る
か
、
そ
の
た
め
に
は
、
細

目
分
別

（ご
み
を
品
目
別
に
分
け

る
）
を
徹
底
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
の
更
な
る
拡
大
を
図
る
必
要
が

あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
生
産
、

流
通
、
消
費
の
各
段
階
に
お
け
る

発
生
抑
制
と
受
け
皿
の
確
保
、
リ

サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
製
品
の
開
発

な
ど
課
題
は
多
い
が

「本
気
」
で

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

中

間

処

理

施

設

と

残

澄

の

再

資

源

化

昨
年
、
多
摩
六
都
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ア
主
催
に
よ
る

「
十
年
後
の

未
来
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
を
考
え
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ

ム
が
開
か
れ
、
私
は
、
行
政
側
の

代
表
と
し
て
発
言
の
機
会
を
得
た
。

そ
の
中
で
、
ご
み
問
題
の
解
決
に

向
け
て
、
こ
れ
ま
で
の

「燃
や
し
、

破
砕
し
て
、
埋
め
立
て
る
」
だ
け

の
処
理
方
法
を
見
直
し
、
環
境
保

全
を
重
視
し
た
、
ご
み
処
理
の
転

換
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
中
間
処
理
施
設
か
ら

排
出
さ
れ
る
焼
却
残
澄
、
不
燃
ご

み
残
湾
の
再
生
資
源
化
で
あ
る
。

現
在
、
立
川
市
で
は
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
を
油
に
変
え
る
実
用
化

プ
ラ
ン
ト
を
建
設
中
で
あ
り
、
ま

た
、
府
中
市
な
ど
幾
つ
か
の
市
で

は
固
形
燃
料
化
や
焼
却
灰
を
再
利

用
す
る
な
ど
で
大
幅
な
ご
み
減
量

化
を
し
て
い
る
。

保
谷
市
を
含
む
四
市
で
構
成
し

て
い
る
中
間
処
理
施
設
の
柳
泉
園

組
合
で
は
、
焼
却
灰
の
再
利
用
と

し
て
舗
装
用
プ
ロ
ッ
ク
、
リ
サ
イ

ク
ル
サ
ン
ド

（砂
、
建
設
用
骨
材
）

湿
地
土
壌
固
化
資
材

（
ニ
ュ
ー
ハ

ー
ド
）
や
不
燃
ご
み
残
置
を
原
料

に
人
工
石
の
生
産
な
ど
研
究
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
各
市
と
も
近
い
将
来
、
中

間
処
理
施
設
で
の
資
源
化
プ
ラ
ン

ト
の
導
入
も
本
格
的
に
検
討
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で

一
番
大
事
な
こ
と
は
再
生
資
源
化

さ
れ
た
製
品
も
、
そ
の
他
の
物
品

も
、
い
ず
れ
自
然
界
に
還
元
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、
そ
の
た
め

に
も
、
再
生
資
源
化
し
た
製
品
の

「無
害
化
」
が
ど
こ
ま
で
出
来
る

か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

ま

と

め

以
上
述
べ
た
と
お
り
、
保
谷
市

を
含
む
多
摩
二
六
市

一
町
の
清
掃

行
政
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
基
本
施

策
と
し
て
大
き
く
転
換
し
て
行
く

こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
道
程
は
大

変
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

例
え
ば
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
に
基
づ
い
て
、
本
格
的
に
リ

サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
を
進
め
て

行
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
際
の

分
別
収
集
の
徹
底
や
膨
れ
上
が
る

市
町
村
の
財
政
問
題
、
さ
ら
に
は
、

分
別
収
集
し
た
資
源
物
の
受
″
皿

の
問
題
な
ど
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
が
多
い
。

ま
た
、
中
間
処
理
施
設
で
資
源

化
プ
ラ
ン
ト

（固
形
燃
料
化
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
油
化
等
）
を
導

入
す
る
と
し
て
も
広
大
な
敷
地
の

確
保
や
財
源
の
問
題
、
さ
ら
に
は

生
産
さ
れ
た
再
資
源
の
活
用
、
そ

の
供
給
先
な
ど
難
し
い
問
題
が
山

積
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
る

が
、
人
間
の
生
活
が
あ
る
か
ぎ
り

必
ず

「廃
棄
物
」
が
生
じ
る
こ
と

で
あ
り
、
住
み
よ
い
地
球
環
境
と

豊
か
な
社
会
を
維
持
す
る
た
め
に

も

「
限
り
無
く
ご
み
を
ゼ
ロ
に
」

を
目
指
し
て
多
摩
全
体
で
真
剣
に

議
論
し
な
が
ら
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。
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八
月
以
降
の
古
紙
価
格
が
、
再
び

値
下
り
し
、
今
後
年
末
に
か
け
て

さ
ら
に
続
落
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

集
団
回
収
の
市
民
団
体
に
対
す
る

助
成
は
各
市
で
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
業
者
に
対
す
る
支
援
を
行

っ

て
い
る
市
は
、
多
摩
六
都
内
で
は

保
谷
市
だ
け
と
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
所
沢
市
を
含
む
近
隣
市

は
、
ほ
ぼ
実
施
し
て
お
り
、
最
も

理
想
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

と
言
わ
れ
る
集
団
回
収
の
維
持

ｏ

拡
大
の
た
め
に
も
、
全
市
で
至
急

何
等
か
の
助
成
策
を
講
じ
て
頂
き

た
く
要
望
書
を
提
出
致
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
小
平
市

・
東
村
山
市

・

田
無
市

・
東
久
留
米
市

ｏ
清
瀬
市

の
各
市
長
宛
て
に
提
出
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
各
市
と
も
そ
の
必

要
性
は
十
分
に
認
識
さ
れ
て
お
り

前
向
き
に
応
対
し
て
頂
き
ま
し
た
。

集
団
回
収
シ
ス
テ
ム
が
壊
れ
れ
ば
、

さ
ら
に
莫
大
な
血
税
が
必
要
に
な

る
こ
と
を
御
理
解
願
い
ま
す
。

19964F10月 27日 ヴ ィーナス通信 (4)

要 望 書

< 集団回収など既存の民間回収に対する強化策を >

平素、資源 リサイクル事業につきましては格別のご支援を賜わり、誠に有難うございます。

弊組合は、地元資源回収業者の全ての業種・ 業態を結集して組織され、貴市の「 ごみ減量

。資源 リサイクル事業」に協力して参りました。

特に、市民団体各位と共に実施 している集団回収は、環境問題の啓蒙と意識向上にも広く

貢献し、低コス トで高品質の再生資源の安定供給にも役立っております。

しかし、再生資源の価格は最低値に抑えられ、ここでさらに底割れの状況が出てきました。

このまま推移致 しますと、雑誌・ 雑紙 。ボロ布やがては古紙全般が民間の自助努力では取

扱えなくなり、行政コス トの負担が際限なく増大することが予測されます。

つきましては、民間回収業界の実情を掛酌して頂き、今後次の点に十分にご高配下さいま

すようお願い申し上げます。

要  望  事  項

1.集団回収など民間の資源回収事業に対 して、至急助成策を実施 して頂きたい。

◎集団回収の実績と意義を考え、不採算部分に僅かな業者支援をして頂くことにより、貴

重な民間回収の維持とレベルアップが十分に可能です。

◎埼玉県を含む周辺市においても、すでに業者支援策が施され業績を挙げております。

◎行政による直接回収の依存度を高め、リサイクルシステムそのものを壊したり、市民負

担を倍増させることの無いように十分な検討を要望致 します。

平成 8年 9月 10日

東 多 摩 :再 資 源 化 事 業 協 F‐D組 合

東村山市久米川町 1-16-5
TEL0423-95-9788

理事長  紺 野 武 郎
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多

摩

地

域

リ

サ

イ

結
Ｅ
Ａ
口
Ａ
〓

拠
Ⅸ
告
上

『
多
摩
Ｒ

昨
年
二
月
七
日
に
設
立
し
た
東
京

都
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
団
体
連
合
会

（Ｒ
団
連
）
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
に
携
わ
る

一
二
団
体

（
一
三
〇

〇
社
）
か
ら
構
成
さ
れ
、
二
三
区

内
の
事
業
系
資
源
ご
み
の
受
皿
業

務
な
ど
を
主
と
し
て
動
き
出
し
た
。

そ
の
下
部
組
織
と
し
て
多
摩
Ｒ
団

連
の
設
立
が
急
が
れ
て
い
た
が
、

東
多
摩
再
資
源
化
事
業
協
同
組
合

を
は
じ
め
と
し
た
地
域
型
組
合
の

九
団
体
と
Ｒ
団
連
加
盟

一
〇
団
体

に
よ
っ
て
準
備
が
進
め
ら
れ
、
こ

の
九
月

一
九
日
八
王
子
労
政
会
館

に
お
い
て
、
第

一
回
幹
事
会
を
開

き
正
式
に
発
足
し
た
。

当
組
合
か
ら
は
、
紺
野
理
事
長
が

幹
事
と
し
て
奥
山
副
理
事
長
が
副

幹
事
と
し
て
参
加
し
た
。

今
後
、
多
摩
全
域
の
共
通
し
た
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
の
促
進
、
各
自
治

体
と
の
関
係
強
化
、
情
報
交
換
ネ

ッ
ト
化
、
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
な
ど

の
事
業
を
進
め
、
業
種

・
業
態
を

）

ク

ル

事

業

団

体

（
り
）
団
連
』

越
え
た
効
率
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
め
ざ
す
こ
と
に

な
っ
た
。

（詳
細
は
事
務
局
へ
）

東
京
都
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
団
体
連

合
会

港
区
西
新
橋
ニ
ー
十

一
―
五

呉
ビ
ル
三
階

榊
ダ
イ
ナ
ッ
ク
ス
都
市
環
境
研
究

所皿
〇
三
―
三
五
九
三
―
〇
九
〇
八

研
修
レ
ポ
ー
ト

ア
ル
ミ精
練
工場
を見
学

去
る
九
月
二
八
日
、
群
馬
県
、
館

林
市
近
く
に
あ
る
ア
ル
ミ
精
練
工

場

「
正
起
金
属
加
工
例
」
を
見
学

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
小
平
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
柳
泉
園
の
プ

レ
ス
ア
ル
ミ
缶
が
精
練
さ
れ
、
再

び
イ
ン
ゴ
ツ
ト
に
な
り
売
却
さ
れ

ま
す
。
プ
レ
ス
さ
れ
た
ア
ル
ミ
缶

の
固
ま
り
は
長
さ
四
十
メ
ー
ト
ル
、

直
径
ニ
メ
ー
ト
ー
ル
の
高
温
の
回

転
ド
ラ
ム
の
中
を
通
リ
バ
ラ

・′ヾ
ラ

に
な
り
、
イ
ン
ク
や
ご
み
な
ど
が

も
や
さ
れ
ま
す
。
最
後
に
鉄
と
ア

ル
ミ
が
分
離
さ
れ
、
ア
ル
ミ
は
溶

鉱
炉
に
は
い
り
ま
す
。
そ
の
ド
ラ

ム
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て

い
て
も
熱
気
が
感
じ
ら
れ
立
ち
止

ま
っ
て
い
ら
れ
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

ま
た
こ
の
装
置
は
ア
ル
ミ
百
％
を

想
定
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
の
で
、

プ
レ
ス
の
中
に
鉄
が
多
く
含
ま
れ

て
い
る
と
処
理
で
き
な
い
そ
う
で

す
。
工
場
の
敷
地

‐内
に
は
赤
サ
ビ

新  聞 1円
雑  誌 0円
段ボール 1円

新  聞 7円
雑  誌  1円

段ボール 7円

集団回収の雑誌は行政の助成金が必要

9月 に古紙 3品 目はメーカーの 1円下

げとなり、古紙の余剰感があります。

7～ 9月資源化、昨年より減少

当
組
合
の
今
年
度
７
月
か
ら
９

月
ま
で
の
３
ケ
月
間
の
資
源
物
の

取
扱
い
量
は
上
記
の
表
の
通
り
で

す
。
古
紙
は
３
千
２
百
ト
ン
で
ほ

ぼ
横
這
い
、
カ
レ
ッ
ト
と
生
き
ビ

ン
も
前
回
の
集
計
の
時
と
ほ
ぼ
横

這
い
で
す
。
鉄

・非
鉄
の
内
ス
チ

ー
ル
缶
と
ア
ル
ミ
缶
は

一
四
％
増

加
、
古
布
類
は
三
二
％
の
減
少
で

す
。
こ
れ
は
夏
場
で
飲
料
水
が
売

れ
た
の
と
古
布
類
は
非
発
生
期
の

た
め
で
す
。

合計   3.219,311258, 350,080142.968本 :322,280

1996年 7月 ～9月  組合の資源取扱量 (単位Kg)

東久留米  314,

05,068本 :254,220
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の
目
立

つ
プ
レ
ス
物
や
、
ご
み
混

人
の
多
い
プ
レ
ス
物
が
ま
と
め
ら

れ
て
い
て
返
品
を
ま

っ
て
い
ま
し

た
。
分
別
が
き
ち

っ
と
出
来
て
い

な
い
と
リ
サ
イ
ク
ル
は
成
り
立
た

な
い
も
の
だ
と
改
め
て
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
　

　

　

（石
川
記
）

正
起
金
属
加
工
い
工
場

つ

―

や

―

ネ
コの恩
返
し
？

雨
の
日
、
自
分
の
帰
り
を
待

っ
て

い
る
野
良
ネ
コ
が
い
ま
し
た
。

ネ
コ
に
は
あ
ま
り
興
味
が
な
か

っ

た
、
で
も
ネ
コ
っ
て
水
に
濡
れ
る

の
が
嫌
い
な
は
ず
な
の
に
、
雨
の

中
ア
パ
ー
ト
の
前
で
自
分
の
帰
り

を
待
っ
て
い
た
と
思
う
と
、
つ
い
、

ホ
ロ
ッ
と
き
ま
し
た
ね
。
そ
の
後

し
ば
ら
く
エ
サ
を
あ
げ
て
い
た
ん

で
す
が
、
あ
る
日
ほ
か
の
ネ
コ
と

け
ん
か
を
し
た
ら
し
く
、
大
け
が

を
し
て
ウ
チ
に
や

っ
て
き
た
ん
で

す
、　
フ
」
れ
は
大
変
」
と
す
ぐ
獣

医
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
連
れ
て
行
き

ま
し
た
。
治
療
費
は
安
く
し
て
く

れ
た
ん
で
す
け
ど

・
ネ
コ
缶
だ

っ

て
バ
カ
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

蓄
労
も
知
ら
ず
本
人

（本
ネ
コ
？
）

は
当
然
の
よ
う
な
顔
を
し
て
い
る

の
が
憎
た
ら
し
い
。

で
は
、
な
ぜ
面
倒
を
見
る
の
か

っ

て
？
マ
ネ
キ
猫
で
す
よ
。
そ
の
う

ち
宝
ク
ジ
が
当
た

っ
て
、

マ
ン
シ

）

ョ
ン
で
も
買
え
る
よ
う
な
恩
返
し

を
し
て
く
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
　

（流
千
園
）

祈
リ

私
の
今
年
の
願
い
は

巨
人
軍
の
優
勝
、
衆
議
院
の
解
散

総
選
挙
、
景
気
の
回
復
。

一
年
を
振
り
返
る
に
は
早
い
が
二

つ
ま
で
は
願
い
通
り
に
な

っ
た
が
、

残
り
の
景
気
が
少
し
も
良
く
な
り

そ
う
も
な
い
。
我
が
社

（自
宅
？
）

の
台
所
も
か
な
り
厳
し
い
。

し
か
し
、
子
供
の
頃
、
三
十
年
ぐ

ら
い
前
と
比
べ
る
と
、
あ
の
頃
は

ト
ン
カ
ツ
は
た
ま
の
ご
馳
走
だ
し
、

ス
テ
ー
キ
な
ん
て
見
た
事
も
な
か

っ
た
。
そ
れ
を
思
え
ば
不
景
気
だ

と
言

っ
て
も
食
生
活
に
お
い
て
は

今
が
最
高
だ
。

景
気
が
悪
い
わ
け
で
は
な
く
伸
び

る
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
だ
け
だ
、
あ

せ
ら
な
い
で
、
も

っ
と
ポ
ジ
テ
ィ

プ
に
生
活
し
て
ゆ
こ
う
。

（赦
神

一
月
）

『ペ
ット
バ
ト
ル
』

お
役
を
果
た
し
た
ペ
ッ
ト
達
、
夢

に
ま
で
出
て
く
る
ボ
ト
ル
達
。

パ
ッ
カ
ー
車
か
ら
雪
崩
の
ご
と
く

吐
き
出
さ
れ
た
時
は
唯
の
ご
み
、

フ
タ
付
ボ
ト
ル
は
約
千
個
。

雨
の
日
、
風
の
日
、
猛
暑
の
下
で

眼
前
広
が
る
ペ
ッ
ト
の
山
を
覚
悟

を
決
め
て
の
フ
タ
取
り
作
業
、
熊

手
を
振
り
振
り
片
付
け
り
ゃ
あ
、

や
っ
と
終
り
が
見
え
た
の
に
無
情

に
現
れ
山
築
く
又
も
や
、

つ
が
い

の
パ
ッ
カ
ー
車
。

汗
だ
く
、
日
ま
い
で
夏
三
ヶ
月
、

フ
タ
を
取
ら
ね
ば
唯
の
ご
み
、
再

び
生
き
て
と
願
う
故
、
必
死
の
作

業
を
繰
り
返
す
。
い
つ
し
か
職
場

の
人
の
言
う
。

冠

獄
の
ペ
ッ
ト
バ
ト
ル
』
だ
と
、

不
屈
の
闘
志
を
胸
に
秘
め
今
日
も

バ
ト
ル
に
挑
む
の
は
柳
泉
園
の
勇

士
達
。
　

　

　

　

（小
石
義
信
）

聯



(7) ヴ 4-ナ ス通信 199S生F10月 27日

目
圏

曰

０
藤
本
チ
ェロ
ン

代
表
取
締
役
社
長
　
藤
本
俊
光

大
正

一
三
年
二
月

一
四
日

『
二

月

一
四
日
』
を
記
憶
に
残
し
て
お

い
て
下
さ
い
。
兵
庫
県
の
陸
海
軍

演
習
場
が
あ
る
青
野
ヶ
原
で
、
陸

海
軍
指
定
旅
館
に
見
四
人
姉
四
人

の
末

っ
子
と
し
て
生
ま
れ
、　
三
ハ

才
で
満
鉄
入
社
、
電
報
や
さ
ん
、

駅
員
さ
ん
、
車
掌
さ
ん
、
そ
し
て

昭
和
二
十
年
春
、
現
役
で
召
集
さ

れ
、
終
戦
、
シ
ベ
リ
ヤ
留
学
は
四

年
間
三
十
三
の
時
上
京
、
翌
日
よ

り
中
野
駅
中
心
に

『く
ず
や
お
は

ら
い
」
と
呼
び
声
高
ら
か
に
リ
ヤ

カ
ー
引
く
人
と
な
り
ま
し
た
。

普
免
取

っ
て
ひ
ば
り
が
丘
か
ら

チ
リ
紙
交
換
を
車
で
始
め
、
東
久

留
米
か
ら
ピ
ン
ク
の
車
で
東
京
は

勿
論
、
千
葉
、
神
奈
川
、
長
野
ま

で
回
収
に
行
く
。

『ま
い
ど
お
な

じ
み
の
チ
リ
紙
交
換
で
す
』
の
時

代
を
演
出
、
新
聞
販
売
店
回
収
が

始
ま
り
、
時
代
の
流
れ
で
集
団
回

収
、
そ
し
て
行
政
回
収
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
地
域
独
占
企
業
と
し
て
の

恩
恵
を
受
け
、
今
に
し
て
思
え
ば

定
年
も
な
く
、
朝
八
時
か
ら
六
時

ま
で
、
休
日
も
な
く
働
か
せ
て
頂

け
る
結
構
な
御
身
分
で
最
高
に
幸

せ
な
人
生
だ
と
、
自
己
満
足
し
て

る
の
が
現
在
の
私
で
す
。

何
時
の
日
か
私
の

一
代
記
を
綴

り
度
い
と
思

っ
て
ま
す
。
乞
御
期

待
の
程
＊
。

満
鉄
時
代
の
筆
者

（左
端
）

ｉ

を

出

さ

れ

２
０
匙
＝
博
い
へ

私
た
ち
は
小
平
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
で
働
い
て
い
ま
す
。

平
成
４
年
十
月
ょ
り
中
島
町

（小

平
、
東
大
和
、
武
蔵
村
山
、
三
市

の
ご
み
焼
却
場
）
で
リ
サ
イ
ク
ル

の
仕
事
が
始
ま
り
、
そ
の
後
平
成

五
年
二
月
中
旬
よ
り
小
川
東
町
に

移
転
い
た
し
ま
し
た
。
最
初
の
頃

は
ビ
ン
、
カ
ン
の
選
別
プ
レ
ス
作

業
に
な
れ
ず
と
ま
ど
い
ま
し
た
が

い
ま
で
は
作
業
に
も
慣
れ
、
順
調

に
流
れ
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
日
ご
ろ
資
源
物

の
分
別
排
出
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
こ
こ
に
再
度
お
願

い
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ビ
ン
、
カ
ン
、
古
布
等
は
必
ず
分

け
て
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
袋
の
中
に
は
ま
だ
ま
だ
生
ご

み
や
不
燃
物
な
ど
が
ま
じ
っ
て
い

ま
す
。
ビ
ン
、
カ
ン
を
出
す
場
合

ち
ょ
っ
と
水
で
流
し
て
も
ら
う
だ

け
で
作
業
は
随
分
は
か
ど
り
ま
す
。

ま
た
雨
の
日
に
は
衣
類
、
布
団
な

ど
は
絶
対
に
出
さ
な
い
よ
う
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

資
源
物
を
無
駄
な
く
、
品
質
の
高

い
リ
サ
イ
ク
ル
を
こ
れ
か
ら
も
心

掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
り

一
層

の
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
　

　

（花
島
記
）

夢
几
島

私
は
よ
く
夢
を
見
る
。
以
前
は
怖

い
夢
を
同
じ
ス
ト
ー
リ
ー
で
見
る
。

そ
し
て
こ
れ
は
夢
の
中
だ
、
い
や

現
実
の
事
だ
、
い
や
絶
対
に
夢
だ
、

ほ
ん
と
に
こ
ん
な
事
が
あ
っ
た
ら

私
は
こ
れ
か
ら
の
人
生
終
り
だ
、

そ
ん
な
問
答
を
繰
り
返
し
な
が
ら

目
が
さ
め
る
。

そ
ん
な
夢
が
最
近
は
リ
サ
イ
ク
ル

現
場
の
事
を
よ
く
見
る
。
缶
や
ビ

ン
の
姿
が
出
て
き
て
、
僕
達
は
こ

れ
か
ら
ど
う
な
る
の
と
私
に
問
い

掛
け
て
く
る
。
私
は
言
っ
て
や
る
、

缶
の
君
達
は
今
こ
こ
で
つ
ぶ
さ
れ

る
け
ど
そ
の
先
に
は
す
ば
ら
し
い

明
る
い
未
来
が
有
る
ん
だ
よ
。
ビ

ン
は
ね
、
ま
た
使
う
ビ
ン
も
あ
る
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″何
幹

七
月

・
行
動

五
日
‥
東
京
ル
ー
ル
懇
談
会

七
日
‥
財
務
委
員
会

一
〇
日
‥
東
久
留
米
ご
み
減
量
審

一
一
日
‥
理
事
会

一
二
日
‥
東
京
弁
護
士
会
で
講
演

一
九
日
‥
清
瀬
市
ご
み
減
量
審

三
二
日
‥
多
摩
Ｒ
団
連
準
備
委

二
四
日
‥
東
京
ル
ー
ル
懇
談
会

二
五
日
‥
古
紙
セ
ン
タ
ー
業
務
委

二
六
日
‥
集
団
回
収
委
員
会

二
七
日
‥
小
平
市
ご
み
減
量
審

‥
家
族
リ
ク
リ
エ
ー
カ
ン

二
九
日
‥
東
村
山
市
ご
み
減
量
審

三

一
日
‥
井
尾
ガ
ラ
ス
エ
場
見
学

八
月一

日
‥
東
京
ル
ー
ル
懇
談
会

三
日
‥
小
平
市
リ
サ
イ
ク
ル
祭

九
日
‥
理
事
会
　

，

二

一
日
‥
多
摩
Ｒ
団
連
準
備
委

二
三
日
‥
広
報
委
員
会

二
八
日
‥
東
村
山
市
ご
み
減
量
審

三
〇
Ｈ
ｌ
古
紙
セ
ン
タ
ー
容
器
新

法
モ
デ
ル
事
業
委
員
会

九
月

一
〇
日
‥
要
望
書
提
出

（小
平
市

東
村
山
市
）

一
一
日
‥
理
事
会

一
二
日
‥
小
平
市

一
廃
業
者
と
の

懇
談
会

東
久
留
米
ご
み
減
量
審

一
九
日
‥
多
摩
Ｒ
団
連
発
会
式

二
〇
日
‥
要
望
書
提
出

（清
瀬
市

東
久
留
米
市
田
無
市
）

二
六
日
‥
古
紙
セ
ン
タ
ー
業
務
委

保
谷
市
ご
み
減
量
審

二
七
日

‥
東
久
留
米
ご
み
減
量
審

二
八
日
‥
正
起
金
属
加
工
見
学
会

小
平
市
ご
み
減
量
審

一
〇
月

四
日
‥
束
村
山
市
ご
み
減
量
審

五
日

‥
多
摩
Ｒ
団
連
幹
事
会

九
日

‥
広
報
委
員
会

一
一
日
‥
理
事
会

一
三
日
‥
田
無
市
リ
サ
イ
ク
ル
祭

一
六
日
‥
広
報
委
員
会

一
九
日
‥
ＴＡ
ｍ
と
こ
と
ん
討
論
会

二
三
日
‥
清
瀬
市
ご
み
減
量
審

二
四
日
‥
保
谷
市
ご
み
減
量
審

二
七
日
‥
東
村
山
リ
サ
イ
ク
ル
祭

編
集
後
記

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
通
信
も
第
二
号
を
向

か
え
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
何
ご

と
も
二
番
目
が
大
事
。
物
事
の
方

向
性
が
決
ま
り
ま
す
。

今
号
は
保
谷
市
生
活
環
境
部
参
事

の
奥
山
好
行
氏
の
御
寄
稿
を
頂
き

ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
ご
執
筆

を
下
さ
り
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
連
続
企

画
物
と
し
て
各
方
面
の
方
々
の
貴

重
な
ご
意
見
を
頂
い
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

ま
た
、
組
合
員
の
個
人
史
を
掲
載

し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
現
在
の
立
場
か
ら
想
像
も
で
き

な
い
若
き
日
の
苦
労
談
や
、
楽
し

い
話
し
な
ど
を
書
い
て
い
た
だ
き

ま
す
。
だ
い
た
い
三
回
ワ
ン
セ
ツ

ト
ぐ
ら
い
で
、
次
の
方
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
の
予
定
で
す
。
こ
ち
．ら
の

方
も
ど
う
ぞ
楽
し
み
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
釜
口浦
）


